
川
口
啓
介

明

ヶ
戸
亮
太

市長へ説明責任と猛省を求める決議 ○ ○ × × ○ ○ × × ○

重度心身障害者医療費の負担増 × ○ ○ ※1 ○ ○ ○ ○ ○

南公民館の使用料値上げ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16年8ヵ月130億円の債務負担行為 × ○ ○ ○ ○ ○ ※2 × ○

市
民
フ

ォ
ー

ラ
ム

無所属

日
本
共
産
党

や
ま
ぶ
き
会

公
明
党

自
民
党

民
主
党

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
川
越
2
1

年
頭
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ん
の

ご
健
勝
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
議
員
に
な
り
１
２
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
子
育
て
分
野
で
は
、

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
の
年
齢
拡

大
や
大
東
市
民
セ
ン
タ
ー
に
子
育

て
支
援
施
設
の
設
置
、
児
童
館
の

充
実
、
病
児
病
後
児
保
育
の
実
施
、

保
育
園
と
家
庭
保
育
室
へ
の
保
護

者
負
担
軽
減
。
教
育
分
野
で
は
、

老
朽
化
し
た
学
校
の
ト
イ
レ
改
修

や
大
規
模
改
修
の
年
次
計
画
策
定
、

通
学
路
の
整
備
。
産
業
支
援
で
は
、

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定

を
見
据
え
川
越
も
の
づ
く
り
を
全

国
に
紹
介
す
る
施
策
や
さ
つ
ま
芋
・

ぶ
ど
う
な
ど
農
産
物
直
売
所
マ
ッ

プ
や
公
園
の
朝
市
開
催
な
ど
を
提

案
し
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

お
母
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
小
中
学

校
の
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
を
求
め
る
署
名
運
動
や
老
朽
化

し
た
市
営
住
宅
の
改
築
・
修
繕
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
増
便
な
ど
の
要
望

書
を
市
長
に
届
け
ま
し
た
。
川
越

駅
西
口
の
民
間
委
託
し
た
駐
輪
場

の
料
金
引
き
下
げ
や
川
越
駅
西
口

駅
前
広
場
改
修
の
実
現
な
ど
、
み

な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
切
実
な

声
は
行
政
を
動
か
し
、
住
み
よ
い

ま
ち
を
つ
く
り
の
た
め
の
原
動
力

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
戦
後
７
０
年
の
節
目

の
年
で
す
。
海
外
の
戦
闘
地
域
に

自
衛
隊
が
参
加
で
き
る
よ
う
法
制

定
を
進
め
る
安
倍
政
権
。
こ
の
暴

走
政
治
を
許
さ
ず
平
和
憲
法
を
守

り
活
か
す
取
り
組
み

を
は
じ
め
、
今
ま
で

の
運
動
や
提
案
を
さ

ら
に
前
進
さ
せ
る
た

め
に
引
続
き
が
ん
ば

り
ま
す
。

１
２
月
市
議
会
の
一
般
質
問
は
、

一
、
高
す
ぎ
る
介
護
保
険
料
の
引

き
下
げ
を
、
二
、
川
越
し
ご
と
支

援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
に
つ
い
て
取

り
上
げ
ま
し
た
。

平
成
２
４
年
度
か
ら
本
市
の
第

５
期
介
護
保
険
料
は
、
県
内
で
４

番
目
に
高
い
基
準
額
と
な
り
ま
し

た
。
平
成
２
５
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
は
、
２
２
億
円
の
黒
字
、

介
護
保
険
準
備
基
金
も
今
年
度
末

で
１
９
億
円
残
る
予
定
で
す
。

私
は
、
一
号
被
保
険
者
の
介
護

保
険
料
を
年
間
１
万
円
引
き
下
げ

る
の
に
必
要
な
財
源
は
約
８
億
円

で
基
金
の
半
分
の
活
用
で
次
期
保

険
料
を
引
き
下
げ
ら
れ
る
と
迫
り

ま
し
た
。
福
祉
部
長
は
、
基
金
の

取
り
崩
し
は
慎
重
な
議
論
が
必
要
。

現
在
審
議
会
で
審
議
し
て
い
る
な

ど
と
答
え
ま
し
た
。

本
来
、
取
り
す
ぎ
た
保
険
料
は
、

市
民
に
返
す
べ
き
で
す
。
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切実な声は政治を動かす原動力
川口 ともこ議員の一般質問

引
下
げ
可
能
な
介
護
保
険
料

日
本
共
産
党
議
員
団
の
提
案
が

実
り
平
成
２
４
年
秋
か
ら
オ
ー
プ

ン
し
た
川
越
し
ご
と
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
約
２
年
間
で
就
職
件
数
が
８

２
５
件
と
実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

私
は
、
２
０
代
の
完
全
失
業
率

が
７
％
と
依
然
と
し
て
高
い
こ
と

か
ら
、
雇
用
奨
励
金
制
度
を
就
職

難
に
苦
し
む
若
年
者
に
広
げ
る
こ

と
や
企
業
の
現
場
で
仕
事
体
験
が

で
き
る
就
労
支
援
な
ど
足
立
区
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

を
紹
介
し
実
施
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。
産
業
観
光
部
長
は
、
悩

み
を
抱
え
た
若
者
の
相
談
窓
口
設

置
や
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
よ
う
実
施
に

向
け
検
討
す
る
と
答
え
ま
し
た
。

将
来
を
担
う
若
者
が
希
望
を
も
っ

て
働
け
る
よ
う
、
就
労
支
援
策
の

拡
充
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

若
者
の
就
労
支
援
に
全
力

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
健
康
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
め
ざ
し
今
年
も
全
力
投

球
で
頑
張
り
ま
す
。

12
月
市
議
会
で
行
わ
れ
た

一
般
質
問
か
ら
川
合
市
長
の

「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
が

発
覚
し
ま
し
た
。
「
川
合
よ

し
あ
き
後
援
会
」
報
告
書
に

記
載
の
あ
る
平
成
22
・
24
・

25
年
の
市
政
報
告
・
賀
詞
交

歓
会
、
後
援
会
役
員
懇
親
会

の
飲
食
を
伴
う
会
合
で
総
額

１
２
６
万
円
余
の
収
支
差
が

あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
市
長
は
、

同
後
援
会
が
負
担
し
て
い
た
。

公
職
選
挙
法
に
抵
触
す
る
可

能
性
が
高
い
不
適
正
な
支
出

で
あ
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

市
議
会
が
猛
省
求
め

る
決
議
を
可
決

事
態
を
重
く
受
け
止
め
た

市
議
会
は
議
会
運
営
委
員
会

で
協
議
を
行
い
「
市
長
に
説

明
責
任
と
猛
省
を
求
め
る
決

議
案
」
（
出
処
進
退
を
含
め

た
政
治
責
任
を
果
す
こ
と
を

求
め
る
）
を
提
案
。

決
議
案
は
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

公
明
党
議
員
団
（
７
名
）
自

民
党
議
員
団
（
５
名
）
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
２
名
）
無
所

属
（
川
口
啓
介
議
員
）
の
15

名
は
決
議
に
反
対
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
政
治
と
カ
ネ
」
の

問
題
で
昨
年
、
小
渕
優
子
氏

が
経
産
大
臣
を
辞
職
し
た
事

件
と
同
じ
構
図
。
市
長
の
今

後
の
責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。

１
３
０
億
円
16
年
余
の

長
期
債
務
負
担
は
問
題

補
正
予
算
で
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

に
よ
る
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
整
備
・
管
理
運
営
業
務
を

16
年
８
ヶ
月
の
長
期
に
わ
た

り
１
３
０
億
円
で
一
つ
の
民

間
企
業
グ
ル
ー
プ
と
独
占
的

に
契
約
す
る
前
提
の
債
務
負

担
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
事

実
上
議
会
に
白
紙
委
任
を
求

め
る
も
の
で
、
リ
ス
ク
回
避

上
も
問
題
、
市
内
業
者
が
担

う
保
障
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
４
月
か
ら
学
校
給

食
費
を
小
・
中
学
校
と
も
に

月
３
５
０
円
の
値
上
げ
を
、

保
護
者
や
市
議
会
に
十
分
な

説
明
も
行
わ
ず
市
が
一
方
的

に
決
め
た
こ
と
も
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
市
が
ど
こ
を
向
い

て
市
政
運
営
を
し
て
い
る
の

か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

川
合
市
長
に
も
政
治
と
カ
ネ
の
問
題

～
12
月
市
議
会
を
振
り
返
っ
て
～

市
議
会
議
員

本
山

修
一
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みなさんの思いはどうでしょうか？
12月市議会では、新たな市民負担や市長の政治とカネをめぐる問題、

市の実質的な長期多額の借金の問題などが論議されました。市民生活

に関わる重要な議案に対する各会派の態度をご紹介します。

12月市議会で審議された
議案への態度

○賛成 ×反対

※1 三浦議員は退席

その他4人は賛成

※2 高橋議員は退席

その他1人は賛成


